






















以上の 3つの条件が整うことで、アート NPO が欲している組織ミッション広報の支援は実現





The purposes of this paper are to clarify the conditions of support for public relations of the 
organization’s missions in arts NPO, to identify desirable support forms, to discover problems, and to 
propose methods of realizing support. The following three endeavors were carried out to achieve these 
goals: 1) collecting examples of support for public relations in fields other than that of arts NPO, 2) 
investigating the current public relations conditions of the organization’s missions in arts NPO and 
desirable support forms for arts NPO, and 3) examining problems in order to realize the support forms 
necessary to meets the needs of arts NPO. These investigations revealed that three conditions were 
necessary to realize the desirable support for arts NPO: 1) the cooperation of support organizations, 2) 
the securing of resources from support organizations, and 3) the proactiveness of arts NPO in the 
activities. When support organizations cooperate with each other, they can share information and 
secure the resources necessary for projects. It is also necessary for arts NPO to act proactively rather 
then waiting for support from other organizations. The realization of public relations support for the 



























そのような状況を改善するために、2011 年 6 月に「特定非営利活動促進法」（NPO 法）が改
正された。今回の改正によって、租税優遇措置が受けられる認定 NPO 法人の基準が「3000 円
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NPO のことを十分に認識していない状況にある（吉澤・櫻田 2008、櫻田・吉澤・渡邊 2007、





















第一章 アート NPO の現状と課題 
 
第一節 NPO の定義と日本の社会における NPO セクターの台頭 
現在、日本において認証を受けたNPO法人の数は、2012年 4月現在で 46553団体2にも及ぶ。
NPO 法人数は年々増え続け、二十年前とは比較できないほど、法人数もその活動分野の裾野も
広がっている。NPO とは Non-profit Organization の略であり、非営利組織と訳す。NPOの定
義は諸説あるが、本論文では、もっとも広く普及している定義の 1 つである L.サラモンの「定
義的特徴」を適用する。 
L.サラモンは、以下の 6点を満たすものを NPO と定義している。①公式に設立されたもの②
民間③利益配分をしない④自主管理⑤有志によるもの⑥公益のためのものである。本論文では、
この定義に従って分析を進めることとする。 
日本において NPO への関心が高まった背景には、1995 年 1 月に起きた阪神・淡路大震災が
ある。災害によって麻痺した行政に代わって迅速な対応を行ったのが、ボランティアや NPOと
呼ばれる民間非営利団体の活動であった。彼らの活動は新聞やテレビで報道され、一躍ボランテ
ィアや NPO が社会的に広く認知されるようになった。そして、これを受け、災害支援の NPO









非営利活動促進法」（通称 NPO 法）が国会で成立した。NPO 法の目的は、市民による非営利活
動団体に法人格を与え、市民活動を促進することである。こうして、法人格を取得するための設
立要件が緩和されたのである。 
                                                   




































































第三節 アート NPO の課題 
アート NPOリンクでは、2006年度に、全国で芸術文化にかかわる活動をしている NPO 法人
を対象に、個々の NPO 法人の活動実態調査を実施している。法人収入、スタッフ数、会員数を
NPO 法人全体5と比較することで、アート NPO の課題を明らかにしている。 
この調査によると、法人の収入は、半数近くが 500万円未満である。これは NPO 全体の傾向
と同じだが、平均値を見ると 1047万円（中央値 381万円）と NPO法人全体の平均値である 2147
万円の半分にも満たない。 
スタッフ数は、給与の有無にかかわらず常勤・非常勤の職員は 5 人未満の団体が 6 割近くあ
り、これは NPO法人全体の 5割弱に比べて多い。しかし、職員がいない団体は 8％弱で、NPO
法人全体の 2割弱より少ない。 
社員（会員）数は、30人未満の小規模な団体が 43％を占めるが、これは NPO法人全体の 47％
よりやや少ない値である。一方で、100人以上の比較的大きな団体は 18％以上ある。NPO 法人
全体は 7％であるため、アート NPO は 100人以上の会員がいる団体が多いことが伺える。 
また、アート NPOリンクは 2007年度に「アート NPO と文化政策に関するアンケート調査」
も行っており、この調査では、認定 NPO 法人への申請の意向を調査している。 
「認定 NPO 法人申請への具体的な取り組みを行っている」、または「検討中である」という










続いて、アート NPO が抱える課題を整理する。 




澤・櫻田 2008、櫻田・吉澤・渡邊 2007、吉澤 2007、徳永 2006）。つまり、社会的意義のある
活動を行っているにもかかわらず、その活動の公共性が認めてもらえないということである。支
援側である行政や企業も、アート NPOに関する専門知識や理解が十分あるとは言えない。その
ため、地域におけるアート NPO の活動状況やアート NPO が地域問題を解決することの効果に

























































第二節 NPO における広報活動の現状と課題 
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げられていた。 



























                                                   





















































アート NPO リンクの 2008 年のアート NPO のデータベース、アサヒ・アートフェスティバ
ルのネットワーク、日本財団のデータベース canpan、こども夢基金の助成先のリンクからアー











以上から、こどもを対象にワークショップをおこなっている以下の NPO 法人 10 団体と任意
団体 10団体を調査対象とする。詳細な団体名等は、表 1「調査対象」に記す。 
≪調査実施団体≫ 



























































































































































                                                   






















































この支援は、設立から間もない NPO 法人と NPO 法人格を取得しており、継続的な事業を行


























































































っている。例えば、NPO には NPO 法人格を取得するための個別相談窓口を設けたり、個人や
企業には、NPO を紹介する冊子や取り組みやすい寄付の方法を導入したりしている。しかし、































































































































































































本研究では、以上の 3つの条件が整うことで、アート NPO が欲している組織ミッション広報

























リトミック gifu 出崎拓哉様 
 
財団法人静岡県文化財団 参事兼企画制作課長 鈴木基規様 
静岡県くらし・環境部県民生活局 県民生活課 NPO班 佐野匡様 
浜松市文化振興財団 文化事業課 文化創造グループ主幹 中山祐子様 



























































































文化政策課 環境課、福祉課など NPO支援課 
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